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はじめに 

ウェブツール SureDesignを用いて、カスタムのSureFISHプローブを作成可能です。 

SureDesign をお使いいただく際は、ご登録が必要です。 
ご登録の方法につきましては下記ウェブサイト 
http://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1002474 
「SureDesignの登録法」の内容をご覧ください。 
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なお、“Show Advanced Option” のボタンはSureFISHでは機能いたしません。 

デザインの作成 

1. ログイン後の画面、上にあるCreate Designsをクリックします。 
2. SureFISH を選択します。  

注意：使用されるPC画面の大きさにより、各ステップの画面右下のボタン（例：Next）
が画面上に表示されないときは、画面右のスクロールバーを併せてお使いください。 
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転座検出のためのbreak apartプローブ・Dual Fusionプローブ、および１箇
所の標的領域のプローブをデザイン可能です。  

Dual Fusion (例：PML/RARA) 

2つのターゲット遺伝子間の 
リアレンジメントの検出 

Break Apart (例：ALK) 

ターゲット遺伝子の 
リアレンジメントの検出 

ターゲット 
遺伝子 

ターゲット 
遺伝子 

転座 

逆位 

転座 

転座 

ターゲット 
遺伝子 

ターゲット 
遺伝子 

ターゲット 
遺伝子 

ターゲット 
遺伝子 

ターゲット 
遺伝子 

（例： 
Chromosome 
Enumeration  

Probes)  

増幅 あるいは 

異数体 

Single Probe (例：HER2) 

ターゲット遺伝子の 
コピー数変化の検出 



1. Define Design：下記内容を設定し、右下の Next をクリックします。 

• Design Name: デザイン名を入力します。 
 入力できる名前の長さは100文字未満です。先頭に使用できる文字は英数字（A～Z、

a～z、０～９）のみです。それ以降に使用できる文字は英数字、アンダースコア
（_）、ピリオド（.）、ハイフン（-）です。 

• Spacies: 生物種は現在ヒトにのみ対応しています。 

• Create In: デザインの作成先フォルダを設定します。右の Select をクリックし、フォル
ダを選択します。 

• Category 

Break Apart: 転座の検出のためのbreak apartプローブをデザインするときに選択。 

Dual Fusion: 転座の検出のためのdual fusionプローブをデザインするときに選択。 

Single Probe:  １箇所の標的領域のプローブをデザインするときに選択。   

• Design Type 

Shared: SureDesignユーザでカスタムプローブをデザインする他ユーザの方にデザ
インを紹介することがあります。（他のお客様に、お客様の個人情報をお知らせすると
いうことではありません）(sharedの選択をお薦めします） 

Private:  Privateでデザインされたプローブでも、他のお客様が同じデザインをデザイ
ンされた場合は販売することをご了承ください。Privateをご要望の際は弊社営業まで
お問い合わせください。   
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2. Define Target：下記内容を設定し、右下の Next をクリックします。 

Target: Gene Name・Transcript ID・Gene IDや染色体位置情報*によりターゲットを入力
します。Databases・Parametersの設定内容に基づき、これらのターゲットをゲノム上に
マップし、定義されたプローブデータベースから、それらの場所に一致するプローブグループ
が選択されます。右の Upload ボタンでファイルをアップロードすることも可能です。(* 
UCSC browserフォーマットかBEDフォーマットで入力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力内容 

1) Break Apartの場合 
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• Breakするターゲット領域を１つ指定 
• Breakpointを１つ指定 
• ２つのプローブの染色体位置を指定 

400 kb 

ターゲット領域 

400 kb 

400 kb 400 kb 

breakpoint 

デフォルトで２つのプローブの位置が提示されます。(デフォルトのプローブ長 400 kb） 
 
 
 
デフォルトにおける 2 プローブ間の Gap 
・Breakするターゲット領域を１つ指定した場合: ターゲット領域を排除、ただし ≦200 kb 

5’ 3’ 

5’ 3’ 

5’ 3’ 

Gap 

・Breakpoint を１つ指定した場合: 50 kb 

Gap 

画面上の向き 

領域の入力方法例： 

■Gene ID, Gene Symbol (例 SMAD4） 

■Accession番号（例 NM_005359) 

■UCSC browser coordinate   

    (例 chr18:48573407-48573675) 



2) Dual Fusion の場合 
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デフォルトで２つのプローブの位置が提示されます。(デフォルトのプローブ長  ≧ 500 kb） 
 
 
 
デフォルトにおける 2 プローブの位置 
・標的領域をカバー ただし ≧500 kb 

左 右 

画面上の向き 

• 標的領域を２つ指定 (遺伝子名、染色体位置） 

≧ 500 kb 

標的領域2 

標的領域1 

≧ 500 kb 

左 右 

左 右 

2) Single Probe の場合 

 
• 標的領域を１つ指定 (遺伝子名、染色体位置） 

標的領域 

≧ 100 kb 

コピー数プローブの場合、Redを色素として選択することをお勧めします。
Redの色素はGreenの色素よりも高感度です。 
プローブのサイズが小さいほど、この点が重要になります。  
また、FFPEサンプルをお使いの場合 ≧ 200 kb の長さでデザインされること
をお勧めします。 

左 右 

デフォルトで２つのプローブの位置が提示されます。(デフォルトのプローブ長  ≧ 100 kb） 
 
 
 
デフォルトにおける 2 プローブの位置 
・標的領域をカバー ただし ≧100 kb 

左 右 

画面上の向き 



3. Enter Parameter 
 
設計位置の微調整を行います。 
 
1) Break apartの場合 

 

１領域を入力した場合 

• Reference Point: 中心位置 

• 5’ Gap: 中心位置（Reference Point）から 5’側のSureFISH プローブ3’末端との距離 

• 3’ Gap:中心位置（Reference Point）から 3’側のSureFISH プローブ5’末端との距離 

• 5’ Design Input Region*: 5’側のSureFISH プローブ標的領域長 

• 3’ Design Input Region*: 3’ 側のSureFISH プローブ標的領域長 
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ターゲット領域の中心 
もしくは breakpoint 

Reference point 

5’ 3’ 

5’Gap 3’Gap 
5’ Design Input Region 3’ Design Input Region 

 
3’Gap および 5’Gap の長さと（0.001 – 200 kb） 
5’Design Input Region および 3’ Design Input Region (400 kb -  2 Mb) を設定できます。 
 

ターゲット領域 

デフォルトではターゲット領域を含まないように、プローブ位置が提示されています。
（Design Input Region 400 kb) ※デフォルトの3’Gap・5’Gap: それぞれ ≦100 kb 
 



3. Enter Parameter (続き） 
 

2) Dual Fusionの場合 

それぞれの領域について、標的領域（Target Coordinate）と標的サイズ（Target Size ) 

が表示されます。5’ 側（Left Padding）と3’ 側（Right Padding）によりデザインする領域を
調整します。 

最終的なInput領域のサイズ（Input Region Size*）が表示されます。 
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※標的領域が ≦500 kb の場合は 
 Input Region Sizeが 500 kbになるように予め自動的に左右にPaddingされています。 

標的領域 

標的領域 

左 右 

左 右 

Target Coordinate, Target Size 
(デフォルト：標的領域をカバー） 

Left Padding Right Padding 

Target Coordinate, Target Size 
(デフォルト：標的領域をカバー） 

Left Padding 

Input Region Size 

Right Padding 

Input Region Size 
≧ 500 kb 

Left Padding および Right Padding を設定できます。 
ただし Input Region Sizeで設定可能な範囲は 500 kb -  2 Mb です。  



3. Enter Parameter (続き） 
 

2) Single Probeの場合 

標的領域（Target, Target Coordinate）と標的サイズ（Target Size ) 

が表示されます。5’ 側（Left Padding）と3’ 側（Right Padding）によりデザインする領域を
調整します。 

最終的なInput領域のサイズ（Input Region Size*）が表示されます。 
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※標的領域が ≦100 kb の場合は 
 Input Region Sizeが 100 kbになるように予め自動的に左右にPaddingされています。 

標的領域 

標的領域 

左 右 

左 右 

Target Coordinate, Target Size 
(デフォルト：標的領域をカバー） 

Left Padding Right Padding 

Target Coordinate, Target Size 
(デフォルト：標的領域をカバー） 

Left Padding 

Input Region Size 

Right Padding 

Input Region Size 
≧ 100 kb 

Left Padding および Right Padding を設定できます。 
ただし Input Region Sizeで設定可能な範囲は 100 kb -  2 Mb です。  



4. Review Target 
Input Region Sizeなどを考慮され、最終的に決定した標的領域が表示されます。 
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5. Recommended Design 
Design Nameを変更できます。Designに進むプローブのチェックボックスを選択します。 
（Dual FusionやBreak apartの場合はプローブが２つできるのでNextをクリックし、２つ目
も選択します（下図①②）） 
最後にBegin Oligo Selectionをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
もしデザイン領域と重なる既存のデザイン（ほかのSureDesignユーザによるデザイン）が存在
している場合、Recommendationとして表示されます。（上図①    ） 
もしその既存デザインを選択する場合はそのチェックボックスを選択します。 
下記のメッセージが表示されますのでYesをクリックします。 
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デザインの見積もり作成 

1. デザイン中（デザインFinalize前）のプローブ 
1) Home画面の左の項目（下図①）に表示されます。 
StatusがDraftになったら   をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) 画面左Download（下図②）より、必ずデザイン内容を確認してください*。（各種レポー

トの内容につきましては p. 15 を参照） 
  確認後、「Finalize Design」をクリックしデザインをFinalizeします（下図③）。 
 （Finalize後は変更できません。変更する場合は「Modify Design」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*注意：Coverageが50%を下回るもの、Total Oligo が 1,000を下回るものは 
推奨いたしません。下回った場合は弊社サポートまでご連絡ください。 
 

① 

② ③ 
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3) Exit Design Wizardをクリックします 
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2. 見積もり作成（デザインFinalize後のプローブ、もしくはRecommendのプローブ選択
時） 

1) Home画面の真ん中の項目（下図①）に表示されます。 
   をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) 標識の色（赤・緑・青）、Kit Size（5μLもしくは20μL）、チューブの数（Vial Size）、

オーダーキット数（Quantity）を入力します。 
3) Request a Quoteをクリックします。 
 

上記操作完了されましたら、弊社担当営業にお知らせください。 
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各種レポートに含まれる情報 

■ 最初に設定した 
    プローブ設計領域とその長さ： 
    Design Input Region, Input Region Size 
 

■オリゴでカバーしている領域と 
    その長さ： 
    Design Region, Design Size 
 

■オリゴのトータル数：Total Oligos 
■最大Gap長：Maximum gap 
■オリゴがカバーしている割合：Covarege 
■平均GC: Average GC 

標的領域 

Gap 

Total Oligos が 1000 より小さい 
Design Coverageが 50% より小さい → お問い合わせください。 

(ファイル名：xxxxx_Targets.txt 
 および xxxxx_Regions.bed) 

(ファイル名：xxxxx_Covered.bed) 

■ 上記情報を含むPDFレポート 

(ファイル名：xxxxx_Report.pdf) 
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SureDesignに関するサポートお問い合わせ窓口 

TEL:       0120-477-111 

E-mail : email_japan@agilent.com 

 

SureDesign に関する質問と明示ください。 

価格、納期等のご質問は、担当営業にご連絡ください。 


